羅 (ら)生 (しょう)門 (もん)
芥川龍之介

ある日の暮れ方のことである。一人の下 (げ)人 (にん)が、羅 (ら)生 (しょう)門 (もん)の下で雨 (あま)やみを待っていた。
広い門の下には、この男のほかに誰 (だれ)もいない。ただ、ところどころ丹 (に)塗 (ぬ)りの剥 (は)げた、大きな円 (まる)柱 (ばしら)に、きりぎりすが一匹 (いっぴき)とまっている。羅 (ら)生 (しょう)門 (もん)が、朱 (す)雀 (ざく)大 (おお)路 (じ)にある以上は、この男のほかにも、雨 (あま)やみをする市 (いち)女 (め)笠 (がさ)や揉 (もみ)烏 (え)帽子 (ぼし)が、もう二、三人はありそうなものである。それが、この男のほかには誰 (だれ)もいない。
なぜかというと、この二、三年、京都には、地 (じ)震 (しん)とか辻風 (つじかぜ)とか火事とか飢 (き)饉 (きん)とかいう災いが続いて起こった。そこで洛 (らく)中 (ちゅう)のさびれ方はひととおりではない。旧記によると、仏像や仏具を打ち砕いて、その丹 (に)がついたり、金銀の箔 (はく)がついたりした木を、道端 (みちばた)に積み重ねて、薪 (たきぎ)の料 (しろ)に売っていたということである。洛 (らく)中 (ちゅう)がその始末であるから、羅 (ら)生 (しょう)門 (もん)の修理などは、もとより誰 (だれ)も捨てて顧 (かえり)みる者がなかった。[bookmark: _GoBack]－17－

